









化学専攻 田中研究室 林田 健人 
 
【緒言】再生可能エネルギーと持続可能なエネルギー貯蔵デバイスは世界的に盛ん















し、さらにそれらの焼成サンプルをそれぞれ 60wt％HNO3(40 ml)中 80℃で一晩洗浄
を行った。作成したサンプルを粒子の観察を行うために SEM-EDX と TEM 測定行
った。さらに構造の評価行うためにラマンスペクトルと熱重量測定(TG)・N2ガス吸
着測定を行った。ピラー配位子の違う炭素材料の細孔特性を評価するために、CPL-
1_1000℃_HNO3と CPL-2_1000℃_HNO3を負極活物質とした LIB測定を行った。 
【結果と考察】 
1. 焼成温度の違い 
CPL-1_500℃と CPL-1_800℃, CPL-1_1000℃の SEM-EDXの像から、焼成温度が高
くなると粒子表面に丸い凝集体が生成していることがわかる。CPL-1_1000℃におけ
る丸い凝集体の EDXによる Cu原子の含有率が粒子全体と比較して 5倍であったこ
とから、この丸い凝集体は CPL-1中の Cuが析出したものと言える。CPL-1_1000℃
_HNO3の SEM像では丸い凝集体は消失しており、HNO3の洗浄は有用であると言え










子が密に詰まっていることがわかる。ラマンスペクトルよりどちらも G-band と D-
bandは観測される一方で、低エネルギー側のピークが観測されたのはCPL-1_1000℃
_HNO3のみであった。さらに N2ガス吸着測定より、細孔径の大きさは CPL-1_1000℃








図. a) N2ガス吸着測定 b) 細孔径分布 c) ラマンスペクトル 
3. LIB-anode特性評価 
CPL-1_1000℃_HNO3とCPL-2_1000℃_HNO3の充放電容量はそれぞれ325 mAhg-
1、176 mAhg-1であった。このような結果となったのは、空隙率の大きい CPL-
1_1000℃_HNO3では充放電におけるイオンのパスがスムーズに形成され、電荷
移動抵抗が小さくなったためであると考えられる。以上より 2 種類の配位子か
らなる MOFsを焼成することによる多孔性炭素材料の設計において、配位力の
弱い配位子を用いることが良い材料を作製に必要であるという知見が得られた。 
